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課題

企業における若者定着率を上げるためには

どうすればいいか



実際の声（インタビュー）

・相談しやすい社員がいない。（5名）

・若手社員が少なくジェネレーションギャップが生じる。（2名）

・求人票の内容と全く違う。（2名）

・長時間労働が大変である。（6名）

・職場が汚い。（2名）

・やりがいがない。（3名）

※１２名対象



課題の背景

・人間関係が良くない

・入社前と入社後の印象の相違

・時間外労働が長い

・職場環境が良くない



Let’s 深堀り！企業探検隊
～RJP理論を添えて～

・経緯（どのような効果を期待したのか）

・概要

・インターンシップの具体化

・若者に対して事前にお題を提示

・RJP理論を用いて仕事内容を説明

・フィードバックの時間を設ける

・最低3日間のインターンシップを行う



経緯
若者が早期離職する大きな原因の1つが入社前後の印象の相違

→印象の相違を取り除くことが必要

＜結果＞

・インターンシップの具体化

・RJP理論を用いて説明



RJP理論とは

「RJP」とは「Realistic Job Preview」の略で、直訳すると

「現実的な仕事情報の事前開示」である。1970年代にアメリカ

の産業心理学者である、ジョン・ワナウスによって提唱された

理論で、入社前にポジティブな情報だけでなく、ネガティブな

情報も含めて、具体的な仕事内容や職場環境、社風などをあり

のままに伝え、納得して応募した人を選考するという採用理論。



概要

RJP理論（現実的な仕事情報の事前開示）を用いてインターシッ

プを行うことで、就活生にありのままの企業情報を提供する。

→仕事内容の具体的な日程を、事前に提示し、RJP理論を用いて

会社説明を行う。



インターンシップ具体化の例
【一般事務】

〜期間が3日間の場合〜



1日目

時 間 内 容

９時 始業⇒朝礼参加・社員へ挨拶⇒職場内見学⇒仕事内容説明

１２時 昼休憩、アイスブレイク

１３時 電話対応⇒郵便物仕分けの説明⇒来客対応説明（社員実践）

１４時 資料作成説明⇒社員とともに資料作成⇒社員が学生の作成した資料を確認しアド
バイスをする⇒アドバイスを基に資料を訂正する

１６時 入力作業説明⇒社員とともに入力作業⇒社員が学生の入力作業を確認しアドバイ
スする⇒アドバイスを基に資料を訂正する

１８時 一日を振り返りその日のミニレポートを作成⇒社員に提出⇒挨拶⇒帰宅



2日目
時間 内 容

９時 始業⇒朝礼参加⇒社員とともに入力作業⇒社員が学生の入力作業確認、アドバイス
⇒アドバイスを基に資料を訂正する

１１時 郵便物仕分け⇒商品発注説明⇒消耗品、備品管理説明⇒消耗品、備品チェック作業

１２時 昼休憩、若手社員と学生の意見交換

１３時 取引先へ社員とともに挨拶⇒会議見学

１５時 社員とともに書類作成⇒社員が学生の作成した書類を確認しアドバイスをする⇒ア
ドバイスを基に資料を訂正する

１７時 電話対応業務⇒商品発注内容確認作業⇒商品発注作業

１８時 一日を振り返りその日のミニレポートを作成⇒社員に提出⇒挨拶⇒帰宅



３日目
時 間 内 容

９時 始業⇒朝礼参加⇒資料作成説明⇒社員とともに資料作成⇒社員が学生が作成した
資料を確認しアドバイスをする⇒アドバイスを基に資料を訂正する

１０時 社員とともに取引先への挨拶⇒郵便物仕分け⇒電話対応⇒PC作業

１２時 昼休憩⇒社員とともに書類作成⇒社員が学生の作成した書類を確認しアドバイス
をする⇒アドバイスを基に資料を訂正する

１４時 会議に参加⇒社員へ学生がプレゼンテーションを行う⇒社員が五段階評価

１６時 皆でゲーム（学生1位で深堀り開始）

１７時 3日間のインターンシップを振り返りレポートを作成⇒社員に提出し社員は学生
が作成したレポートの評価を行いアドバイスする

１８時 社員に挨拶をして帰宅する



RJP理論の活用

・仕事内容の説明で、仕事のメリットとデメリットを伝える。

・バランスを大事にする。

RJP理論×「わが社は創業100年という大きな会社だから、やり
がいが持てて・・・」

RJP理論○「〜のような大きな仕事を任せられ、大変だがやりが
いのある仕事で・・・」



メリット（導入効果）

・入社前後の印象の相違を失くすことができる

・安心して就職活動に臨める

・仕事内容や職場環境の雰囲気をイメージしやすい



社内通貨AiAi

・社内通貨とは

・経緯（どのような効果を期待したのか）

・概要

・提案

（社内通貨を付与）

（社内通貨の管理）

（社内通貨の利用）



社内通貨とは

社内通貨…企業が自社の従業員向けに社内限定の通貨を発行す

る制度のこと。正規の給与とは別に、従業員のモチベーション

を高めるインセンティブとして導入されるのが一般的で、社内

通貨を付与された従業員は企業が用意した商品や社内サービス

などの購入に利用できる。



経緯

若者が早期離職する大きな原因の1つが人間関係

→社員間のコミュニケーションの活性化が必要

＜結果＞

・社内通貨の導入



概要

◆社内通貨（アプリ）を利用

→コミュニケーションの活性化や人間関係の構築を図る。

出社意欲をもたらして、働く意義を作り、コミュニケーショ
ンのツールとして活用する。



社内通貨を付与

・デイリーボーナス（出勤）

・コミュニーケーションで使用するメッセージ

・ポイント交換

・職場の掃除



社内通貨の管理

・福利厚生として導入

→インセンティブとして導入した場合、課税対象となるため、福利厚生

として導入し、非課税とする

※例えば、すべての従業員を対象にするなど、明らかに福利厚生を目的

として運用しているなら非課税になる。

・スマートフォンやパソコンで残高を確認



社内通貨の利用

・社内サービス（コーヒーやお茶など）

・社員食堂

・自動販売機

・従業員にプレゼント



メリット（導入効果）

・コミュニケーションの活性化

・仕事のモチベーション向上

・経営理念や行動指針の浸透
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